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鬼．｝膿諏齢・段頸

　　　　こピカ聾ら、耕惣集器｝ま高慶三斜と．・もにン！～さい段ま〔面、蝿麓反びま〔一賑

三三諭辞し、緬購に・痔遥のよ順四谷刻翻曝尿創に発達し、月割
な貧池口まあない・杯麺は、二品惣域内にあ・いて〕さ，高幡・僚斜い事承に毎左一

海さ承ホ、旧地㌧丘．綾麺乎地のい・す’～江にわ弁布してUる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獄
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A晶父

裸山く醜34年9月3日一ら臼）《：§ii謎シ
餓

高和32年度生
この巡携〆高われた晶晶式先生力編高大へし、らして〃、らきだ晶晶もだに

ない虞であった．先生コま，億にしろ初めてのこヒビて褒休み潮あらノて衰な八

リキヴよう可、私峡も寝腐べ｝こ赦蔽返上を幾歳なく芒せ：う扱てしまった次、

この勤勉嚢底1まカゆ輪彦生課の某．民齢臓牙物プアンにさぜてしまう
1仁爾’乞果しだウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・一

、労一罠冒ぱ、黒部｝｝｝廟状雌の麹形と流六器上沢麗9兇回するO乞が三且三

囲あッたが，府面高な都合逝晶晶の一翻乞晶晶り高高紘解晶晶石∫すごした。’

ここに鳳層、照複．5’年の漁津老修築，の蕨｝＝肉底よリ発墨セ取た巨大な隣ホ（気

ヒしτ繊）購回れ噂ρン三助籔激知てノよ，好筋・う一
醇ぐらい鰍轡則ゆ高高高野π癖漏し（いたの民地高高降で・｝くltプ崩

つたたわ腐って流九去リ、嶽振のみ射瑚っで鋸在に至つ疋と考之ら威て疑る．

　　　　　　　　　　　　　　　　を6ゲ》



痔苗齢には．刻きよ．げら；れて鴬て脈朔されているも切もあるカぐ・智見箇所に

建物乏撮乞イ寺げた結果、発鬼当時。まま．の婆て墜沖．ヒ保1難されているものも．

蓼る。例之ば・角界保．唇箔鰍よZず簾イ／5泥’〈、らUOフ。一ルー面1ミ・撰．

馬事調の目のこ払く黙りめぐっていうのを鬼う之と戸出阿る．特にアールの

側礒がらガラス越～に毫るヒ』ご手前に：遽フてくるような量麺が｝瀞9、埋濠蘭

の森林がい々口く大麗嬢なもりだあったか、猷’薙像、さ翻る。

　粛遡館左辞して妖へ向う途中、）《災注意綴と放送しているビこ粉の髄鞘カ

ー1こよ胎つた、欝ぬき遜卿建物のうち、｝朗蜘怯だ新しいとこうξみる

：ヒ、漁滋も羅近フェーンによる大＊災をこうむウたよう逆ある。

　三iヨ矧甫ψ流7k各土堤務所蓬1ま、所長もんムう延々ヒあ譲羨夙葡フだ。・婆聾

すれば、「ア黒黒貼励状地の7K楯のゑ当馬璽銀翼助県廷最低にランクさ厳てい

るのぽ、驚翻〃1の塞興全凝されに見る低巌であるこヒと、鶏群試織贋廼邦氷

の渉透1薮豊レいごヒの二選ζ超節しているの怨、この打継策ヒりて当馬答・上

乏行うこヒ珂彰之られ．、¢こ逐は將に廟吠地の臼鋪に媛斜する放射状：の薩瀧

禰ホ：略を曾爾して、廟葉序並：よ9拠水Lをもフて修本す否方法賦とら次ているユ．

といった異念て藝ある“

　登像猿、何ばヒわあ翫、喜土の採土現易芭見物に宏導けた．残，怠嬉こヒに、

ヂ耳憶まだ撃壌艇矯申でiあるた助、：謬：幻勧崇｝ま昧「止．さ淑ていた状、赤ま、と露

鋤た脳髄動釦回し規・k〃流離薦どカゆ・三脚鎌測
鼠醸し測るこど拭出撃た．

　株土慮冥鑑後事、引き艶ぎヨ7プ憲扇状地怠一驚した。ここの地形の特色

は、山際に謝辞嶺状領掌尾ら颪るヒと、海岸謀近くに砂丘誕接欝湿壇黒球う‘

戒ること，なピ蓮ある．砂丘の嬢斜浅ハン獅ルベルで測フてみたり、扇状惚

通事嫡凹凸球め（翻で興しリング衝なつ題したたぬ嬉鐸ヅ
婆の纏名づ奉の鍵転子芝んにはあイ～退独の翻平手だつた状，そ雇乏も夕刻よ9

降ジだレたドシヤプリの繭の津を霧奮彗遜お多き会い少きつた．煮お、覆会

同寧奈月に鋤ぐめた，の1ま、織斑に嘉ちフいた撰集気分重職わ轟っせ．てあ1す’亮u、

Zいう蒐藁の1窮転部なる抑配薦の筋で挙る・念4フため・翌覇は、黒都峡窃の

トbツコに六田く染髪乞引々1れな賦ら、砺淑へ鱗つ疋。車中鶴勘撚「翼つた．

繕卸に、秘隷属r視素に象る，ユピの誕孝戯あったの遜，一驚掻ぱ歩い臓ジ彦：∫

ラ；と顔、砺波延いラ所二はよっぱビ毛母のタネ・に蓼欠いているヒみ下る．・

．轍師」意諸綿縮綿寵瀦っていら西禍臥禍に1ま弘
φ細長さん戻弐賛そ講旋£なさフたパ砺淑、4し、之ば敷村で箱再議あるが、影．

元切懸〕（鳩ッ（ば鬼な承たこヒなの石ζ杁之って、この激村地箒に蘇近敷盛

　　　　　　　　　　　　　　　　（∠3）



た，露霜ゆいて艶競っていた・｝働漏状・地誌鱗’kレ敷・る
吻禦が劃ま他より安くフく道県敬村のたφ麗獲の釧（利用誉が必ないの夙

嫉切こと痴る・・
訪茨乎野は馬歯さしまわ．レφバスを一周目た・ま歩高台力、う数唇膨態色見

袖てみた・屋鵜螂した勲蕨々と温し全島科髄リ醐翫
雛滋雨（る面出艇も離》て建ゐ切こ硬激雄なし罎遡
め熱論眉再逐あフたピしても・両腕の祇蚤とに’ま鶴くべ芝壱の～ガある1・後運

三三去回る職さんの嶽と回せ（もらった民／｝畳むある広醜底
じめヒ，ゼこ、太く黒光りする大黒をやゆ／親以上もある一六族の／酬デし麺ど、

劇颯ぱ大乗な四球を備之ているこヒ拭わカ1つた・

　庇η1の崩硯雨靴（き川アユ・の落μ弛，灸に鳳フた険．チューソツフ。三后訳蚊靖に

癖た回虫県では劇襯ヒしてテユー）ツア裁渚次さカ、ん魚’々瞬の覆鍛

に大田帳〆ってい凱た三奮嚇ミ三三るの〃罐鞭あ．るたあ∴献咲くヒ
す．ぐ・茎、と残し’て：癌だけ鴨．切り取ってしまう受ラ（三、薩rだ’1ク、もつだ三し1ない気試す

る。

三幅冒ぱ珂岸旭丘乞見に幕心身）1吻上流へ陶つた。段．幻ま大き《点画」二分

鳴る細論紡尉面台地のすぐ約謁る難額面蕉高さノρ・陀も
の堆積段白癩尼らン淑’るの）；改幽、ちよフ幽した驚畷である。この心心よl！ゐ巷溶

血’ｭ感、上に登：ってみるし辺り一⑬三主』逝、三々に）姻三三力げπつ、あコた。

蕨家で7Kなビ飲ませ℃もらい、正午頃現地解数：したカ｛、そ4フ・後立函戸出．β刊ナ

．た、養もあった。

宇都庫帽柵5年3月G臼一θ日）

陥和33年農生

ｩ9碕乱2｛分の汽、車に乗る切ぱ襲疎み麺すっク1りナマヅた・体に・三々キッ剃

ッ、たの逐、す斌、ヒにかく全桑車マ・盗人ヒ，量りました。・各ヒし環ラ式態些、の巡

縦に乏き：な期待’面面って上野と徴にレた；わ1ナ屈す。診ちうん「專だ遊魚控裏

休ら　だ・乙Uうのに』なんて．ロにする訴心得養｝まいません通した．（？り

　宇禰魚病には式光控：状詣・舞ち回した．瞬刻ぱ／／蔚：ぷ〃分、受こ逝勇，ん顧

鼠漉すう細（すませぬばなうなし、じヒが留りました．、余っでいう・埼訓まあり

ま蘇か購淵a崩淀ませ鵡突然／〃数ぺのキリツ蠕まレし、、嚇に
よう之は果様な颪．捧の女畳達バλって未だので食蔓のあ・ばさん域さミヨ・旧いた

　　　　　　　　　　　　　　　　（ざ9）


